
合意形成に至った事例

資料2

1



事例集① 八丈島地熱発電所
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合意形成にいたった事例

①発電所概要
1999年運転開始、認可出力3.3MW。
八丈島東山南部の中之郷地域に所在。

②計画段階における地元との調整状況
地元の温泉開発へ協力（温泉井の設計等）。

③運転開始後における地元との状況
周辺4源泉の化学分析を年3～4回実施。
発電所の蒸気から得られた熱を温室に無償提供（花卉
等栽培）。
観光施設となると同時に農産物品の生産・販売にも役
だっている。

④合意形成でのポイント
地元の温泉開発への協力を通して、
温泉事業者との合意形成をはかっている。

⑤結論
温泉開発への協力や温室への熱の無償提供を通して、
温泉事業者や地元住民との合意形成を図っている事例
といえる。

八丈島地熱発電所（東京都）

図 八丈島地熱発電所と温室団地等の
配置（出典：八丈島地熱館Webサイト）

（「地熱エネルギーハンドブック日本地熱学会・地熱エネルギーハンドブック刊行委員会(2014.2)オーム社」、及び
「八丈島における地熱開発および利用について（応用地質、第51巻、第6号、2011）」を基に作成）

写真：八丈島地熱発電所
（東京電力（株）ホームページより）



①発電所概要
1975年運転開始、認可出力12.5MW（当時）。
宮城県鳴子温泉郷のうち、鬼首温泉から2km東に所在。

②計画段階における地元との調整状況
運転開始前から自然湧出泉のモニタリングを実施。

③運転開始後における地元との状況
運転開始以降、約3km離れた鬼首温泉の10源泉でモニタリングを継続。
モニタリング項目は、ｐＨ、泉温、ゆう出量、電気伝導度。
頻度は、毎月1回。
個々のモニタリング結果は、各温泉事業者にのみ報告。
モニタリングの全結果は地元自治体のみに報告（個人情報
保護の観点から他者への公開はしていない）。
温泉モニタリングの他に、地震モニタリングを2010年より実施。
４km圏内にある温泉の源泉所有者と地元自治体が意見交換
することにより、地熱発電所の運転状況の情報の
提供と意見交換の場を設けている。

④合意形成でのポイント
温泉を管理していた旧鳴子町温泉事業所（現鳴子まちづくり㈱）の地元調整。

⑤結論
自治体による地元調整が重要であることが分かる。

事例集② 鬼首地熱発電所
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鬼首地熱発電所（宮城県）

写真：鬼首地熱発電所
（電源開発（株）ホームページより）

観測項目例（2010、中西繁隆）

（「地熱エネルギーハンドブック日本地熱学会・地熱エネルギーハンドブック刊行委員会(2014.2)オーム社」、及び
「地熱発電の技術・環境課題の調査研究 報告書（2013.3）エンジニアリング協会（競輪補助事業）」を基に作成）

合意形成にいたった事例



事例集③ 山葵沢地熱発電所（仮称）
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合意形成にいたった事例

①発電所概要
2019年運転開始予定、計画出力42.0MW 。
秋田県湯沢市高松字高松沢及び秋ノ宮字役内山国有林内に所在。

②計画段階における地元との調整状況
地元報告会（説明会）は湯沢市を通して、地元住民を対象に実施。
協議会は現時点では設置されていないが、
将来設置の方向で動いている。
モニタリング項目は温度、湧出量、
化学分析、電気伝導度。
モニタリング結果は各温泉事業者
に報告。

③運転開始後における地元との状況
（運転前のため事例なし）

④合意形成でのポイント
地元自治体や地熱開発事業者が、
合意形成のために丁寧に対応している。

⑤結論
合意形成において、地元自治体の
積極的な関与が重要である。

山葵沢地熱発電所（仮称）（秋田県）

発電所完成予想図

（ 「山葵沢地熱発電所（仮称）設置計画 環境影響評価書
（湯沢地熱株式会社、2014.9）」 、及び「地熱発電の技術・
環境課題の調査研究報告書（2013.3）エンジニアリング協
会（競輪補助事業）」を基に作成）

出典（完成予想図、温泉主成分等の調査結果ともに）：「山葵沢地熱発電
所（仮称）設置計画 環境影響評価書（湯沢地熱株式会社、2014.9）」



事例集④ 松川地熱発電所
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合意形成にいたった事例

①発電所概要
1966年運転開始、認可出力23.5MW。
岩手県八幡平市松川温泉に所在。

②計画段階における地元との調整状況
旅館１軒のみの松川温泉を発展させる
ために掘った井戸から蒸気のみが
噴出したため地熱発電に活用された。

③運転開始後における地元との状況
地熱蒸気を活用して作られた温水を
温泉施設等の温泉、給湯用や
農業用ハウスの冬季暖房用に供給
（右図参照）。

④合意形成でのポイント
地熱蒸気を広範囲に供給して地域振興
を図り、合意形成に生かしている。

⑤結論
地熱蒸気の供給をとおして地域住民との
共存共栄を図っている事例である。

松川地熱発電所（岩手県）

出典：「地熱エネルギーハンド
ブック」日本地熱学会・地熱エ
ネルギーハンドブック刊行委
員会（2014.2）

（「地熱エネルギーハンドブック日本地熱学会・地熱エネルギーハンドブック刊行委員会(2014.2)オーム社」、及び
「松川地熱発電所創業20周年を迎えて（七沢、1996.9）地熱Vol.24 No.1 」を基に作成）

写真：松川地熱発電所
（JOGMECホームページより）



事例集⑤ 柳津西山地熱発電所
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合意形成にいたった事例

①発電所概要
1995年運転開始、認可出力65.0MW
福島県河沼郡柳津町に所在。

②計画段階における地元との調整状況
地熱事業者が予備の源泉を設置して町に寄付。
モニタリングの項目は、湯量、温度、化学分析。
温泉モニタリングは月に2回実施し、年1回源泉名を伏せて町及び温泉関係者に報告。
温泉への影響の有無は、自然変動からの逸脱の有無が判断の基準の一つ。

③運転開始後における地元との状況
周辺集落を対象とした地元説明会を年１回開催。
前年度の事業実施状況及び当該年度の事業計画等
を報告。
温泉組合を対象とした説明会を別途、年１回開催
（地元自治体も参加）。

④合意形成でのポイント
予備源泉の確保により温泉事業者の不安を解消した。

⑤結論
地熱開発による温泉事業者の不安を予備源泉の確保
という方法で解消することにより、温泉事業者との関係
を構築した事例である。

柳津西山地熱発電所（福島県）

写真：柳津西山地熱発電所
（東北電力ホームページより）

温泉モニタリングの結果（温泉流量と降水量の関係）
出典：「第5回地熱資源開発に係る温泉・地下水への

影響検討会（平成23年11月)資料１」

（「第5回地熱資源開発に係る温泉・地下水への影響検討会（平成23年11月)資料１」、及び
「地熱発電の技術・環境課題の調査研究 報告書（2013.3）エンジニアリング協会（競輪補助事業）」を基に作成）


